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〔編集後記〕
ヒトの環境に対する適応能力の強力さは生物学，医学
の領域において，つねにわれわれを魅了してきた重要な
研究課題の lつではなかろうか。 
1978年5月 ReinholclMessnerと PeterHabeler 
は，それまで絶対不可能であろうとされていた酸素ボン
ベなしでエベレストの登頂に成功した。高度一気圧予測
表によるエベレスト山頂 (8848m) の推定気圧は約 230 
mmHgである。そこでの酸素濃度は，平地の値に換算
すると 6%余りとなる。体温による水蒸気圧47mmHg，
生体には利用されない窒素ガスの圧を約150mmHg，物
質代謝の結果排出される炭酸ガス圧を 10mmHg位と推
定すると，肺内で残された酸素圧はどうしても30mmHg
を切ってしまうことになる。この圧は，酸素圧の ceiling
と呼ばれ，生体の生存可能な最低限界として広く認めら
れてきた値である。
どうして， このような苛酷な条件で， 山頂への登撃
が可能であったのであろうか? 昨年 9--10月にかけ
て，約30名の科学者で編成された AmericanMedical 
Research Expedition to Everestがこの問題の生理学
的解明に挑戦した。その詳しい研究報告はまだ整理中と
のことであるが，このほどそのチームの隊長をされたカ
ルフォルニア大学サンヂエゴ校の JohnB. West教授
が来日された。 6月初旬に，箱根で催されたシンポジウ
ムで興味ある内容を伺う機会があったので紹介したい。 
1) 研究用のキャンプは， Base camp (5400m)， 
Laboratory camp (6300m)および SouthCol camp 
(8050m)の3箇所で，血液検査，呼吸調節，血液稀釈の
影響，最大酸素摂取量，酸素飽和度，睡眠中の呼吸と脳
波の観察，血液ガス測定などが行われた。 6000mを越す
高所で本格的研究 camp が建設されたのは， もちろん
世界最初であろう。中でも特に貴重な研究としては， 
Dr. Christopher Pizzoと Dr.Peter Hackett によ
って行われたエベレスト山頂での気圧測定，肺胞空気の
採取，心電図の記録，安静と最大換気量の測定であっ
た。 この両氏は下山の途中 SouthCol campの上方 
200フィート (8059m)の地点で，静脈血の採取を行った。
これより山頂での血液ガス値の推測の資料が得られた。 
2) エベレスト山頂の気圧:Dr. Pizzoによる実測値
は250-253mmHgであった。 これは高度一気圧表によ
る予測値よりも 20mmHg近くも高い値であった。気象
学的には，気圧は緯度にも左右されることが知られてい
るので，赤道に比較的近いヒマラヤでは，予測表より高
くなるのであろうという。 
3) エベレスト山頂での肺胞炭酸ガス圧:Dr. Pizzo 
が自分の肺胞空気を 6回採取することに成功した。その
値は， 7 -8 mmHgで予測値より 2'"3mmHgも低
く，強い換気充進を示唆していた。このような低い炭酸
ガス圧による脳血流の減少作用にもかかわらず，意識が
保たれ得たのは，共存する著しい低酸素刺激による脳血
流増加の代償作用が起ったものと推測された。 
4) 血液ガス:Dr. PizzoとDr.Hackettの 8050m
での採血した静脈血を Laboratory campで上述の炭
酸ガス圧と平衡させた。無酸素代謝活動の指標とされる
血液中の塩基の減少度は一7ミリモノレIlと中等度に過
ぎなかった。血液 pHは7.68と極端なアルカリ性を示
した。
このように，予測を上廻る高い気圧，強い換気充進，
さらに甚だしいアノレカローシスによる血液の酸素親和性
充進などが，山頂への無酸素登撃を可能にした要因では
ないかと推測された。
山頂での酸素圧が興味のもたれる所であるが，得られ
た気圧，肺胞炭酸ガス圧から推測すると肺胞酸素圧は三
十数 mmHgとなる。しかし，このような低酸素環境で
は肺における酸素の拡散が制約因子となって，血液の酸
素圧は30mmHg弱ではなかろうかという。今後なお検
討すべき課題が残されたわけで、ある。
又， West教授によると，低酸素刺激に対する換気反
応には個人差が見られるので，上述の山頂での血液ガス
の推定値は，比較的反応性の高かった Dr.Pizzoのもの
である。より反応の低い他のヒトの場合には，酸素庄の低
下，炭酸ガス圧の上昇， pHの低下が予測されるという。 
5) 睡眠中の呼吸:平地の居住者が，高山に登ると大
低不規則な周期性呼吸が睡眠中で観察される。しかし，
ヒマラヤの高地に生れ育ったシェルパ達にはそのような
不規則な呼吸は認められなかった。これらの人々は，低
酸素刺激に対する呼吸の反応が，極端に低いことが， 
Lahiriと Milledge両氏によって約20年前に発見され
ている。しかも彼等は平地居住者に較べて，遥かに高地
での作業能力が高い。これらシェルパ達における見事な
適応現象の本態はまだ不明である。
最後に， rわざわざエベノレストまで行かなくても，そ
のような研究は平地の低圧実験室でもやれるのではない
かJとの質問に対して， r理屈ではその通りだが，矢張
り其処に山があるからです」との事であった。科学の世
界も登山のロマンとの結合によって，人々の情熱をかき
立てるものなのであろうか。〔編集委員長本田良行〕
